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2.10.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 渡邊慶和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論，戦略情報システム学，ソフトウェア情報学総論 , プロジェクト演習 I/II , ソフトウェア演
習 A/B/C, 情報システム演習 A/B/C, 情報システムゼミ A/B, 卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論,ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III, ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
教授法として集団学習（グループワーク）を実践し学生の理解を図った．独自のスライド教材作成. 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 田村亘，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における学生の研究活動支援システムの開発，”情報処理学
会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
2) 藤澤将吾，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“プロジェクト演習におけるマネジメント支援システムの開発，”
情報処理学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
3) 三鬼安加里，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における就職活動支援システムの開発，”情報処理学会
第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
4) 耿慧，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“海外協定大学間における日本語による学生交流に着目した留学支援シ
ステムの提案—岩手県立大学と大連交通大学の学生交流への適用，” 情報処理学会ヒューマンコンピュータイン
タラクション研究会，in CD-ROM，2011年 1月． 
5) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，“エスノグラフィーを用いた自治体クラウドに関する組織内フィールド分析”，
経営情報学会 2010年春季全国研究発表大会，2010年 6月． 
6) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“質的・量的研究におけるミックス法を用いた自治体クラウドに関
する組織内フィールド分析，” 情報システム学会 2010 年度全国大会研究発表大会，in CD-ROM，2010年 11月． 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 渡邊慶和，石井信明，田名部元成，松永賢次，宮川裕之（共著）（2010）『最近の情報システム教育研究―ICIS2008
から J07-ISを見る』，情報処理，Vol.51, No.5, pp. 604-609. 
(e) 研究費の獲得 
該当無し 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
共通教育センター兼任教員 
(b) 学部/研究科の委員会 
研究科 SPA・PBL委員会（委員長） 
(c) 学生支援 
留学生の学生生活および進路指導，学生活動全般の支援 
(d) その他 
該当無し 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 盛岡市個人情報保護審議会委員、同市情報化基本計画策定懇話会委員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 盛岡工業クラブ定期懇談会 講師 (2010年 9月 10日) 
 
(c) 一般教育 
1) ケースメソッドシンポジウム（県立大学）コーディネータ(2010年 9 月) 
(d) 産学連携 
1) 岩手ネットワークシステム「地域と情報システム研究会」会長 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会 情報システム教育委員会委員 & ISECOM審査委員 
2) 経営情報学会 論文審査員 
3) 日本情報経営学会理事 
4) 情報システム学会理事 研究普及委員会副委員長 
5) 日本社会情報学会 表彰委員 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
(ア) 情報システム(IS)の評価概念と質的研究方法に基づく実証的研究： 
継続して、IS評価について事前評価を中心とするパラダイムシフトを実践した。また質的研
究方法の一つであるケースメソッドを検討した。なお平成 20年度から継続して平成 22年度に
おいても３年次の演習から従来の ISの分析設計手法に加えて質的研究法を演習で学ばせ、実証
的研究への礎とした。卒業研究の一つでは「超上流工程」に関する考察として反映させた。 
(イ) 岩手県内の市町村及び教育機関、民間企業における情報システムの役割／普及についての
実践的研究： 
主なものとして、下記の自治体と教育施設、並びに民間施設を学生/院生と共に訪問および共
同検討をした。 
岩手県の自治体クラウドの現状について学生と共に訪問し、情報システム担当者の声を収集し
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た。（岩手県庁 2010年７月） 
岩手県の自然保護の現状について学生と共に訪問し、担当者の声を収集し、開発したシステムに
ついての評価をもらった。（岩手県庁 2010年 1月） 
県教育委員会並びに小学校 2校を学生とともに訪問し、小学校での情報モラル教育の現状につ
いて、担当者並びに教師へのインタビューおよびクラスの授業観察と児童へのアンケート調査を
行なった。（2010年 7月,9月, 12月） 
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職名： 講師 氏名： 南野謙一 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，学の世界入門（プロジェクト演習 I/II），戦略情報システム学， 
ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
組織システム分析特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ソフトウェア演習テキスト 2010  
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当無し 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) 小林隆，菅野洋光，神田英司，南野謙一，Prima Oky Dicky Ardiansyah，Google マップによる気象予測データ
を用いた東北地方の水稲気象被害軽減システムの開発，植物防疫，第 64巻 12号，pp.16-22，2010． 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 田村亘，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における学生の研究活動支援システムの開発，”情報処理
学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3 月． 
2) 藤澤将吾，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“プロジェクト演習におけるマネジメント支援システムの開発，”
情報処理学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
3) 三鬼安加里，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における就職活動支援システムの開発，”情報処理学
会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
4) 耿慧，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“海外協定大学間における日本語による学生交流に着目した留学支援
システムの提案—岩手県立大学と大連交通大学の学生交流への適用，” 情報処理学会ヒューマンコンピュータ
インタラクション研究会，in CD-ROM，2011年 1月． 
5) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，“エスノグラフィーを用いた自治体クラウドに関する組織内フィールド分析”，
経営情報学会 2010年春季全国研究発表大会，2010年 6月． 
6) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“質的・量的研究におけるミックス法を用いた自治体クラウドに
関する組織内フィールド分析，” 情報システム学会 2010 年度全国大会研究発表大会，in CD-ROM，2010 年 11
月． 
(e) 研究費の獲得 
1) 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 東北農業研究センター 平成 20 年度新規交付金プロジェクト
「Googleマップによる気象予測データを用いた双方向型水稲気象被害軽減システムの開発（ Google被害軽減シ
ステム ）」における委託課題「Googleマップ上で稼働する情報共有型 webシステムの開発」 
2010年度：900,000円（プリマ，南野） 
2) 文部科学省 平成 22 年度 気候変動適応戦略イニシアチブ 気候変動適応研究推進プログラム 研究題目「東北地
域のヤマセと冬季モンスーンの先進的ダウンスケール研究」（研究代表者：東北大学大学院理学研究科教授・岩
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崎俊樹） 
2010年度：4,950,000円（再委託：南野，プリマ） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
評価委員会，広報委員会 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
ソフトウェア演習 TF 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
1) 岩手ネットワークシステム「地域と情報システム研究会」幹事 
(e) 学会などにおける活動 
1) 論文査読：地理情報システム学会誌「GIS-理論と応用」（1本） 
(f) その他 
該当無し 
 
[主な業績］ 
イネの生育予測，冷害・高温障害予測，イネいもち病発生予察（BLASTAM），イネ紋枯病発生予察システム
（BLIGHTAS ），直播水稲生育予測システム，数値標高モデル(DEM)からの日射量・斜度・斜向等を Googleマップ上
で稼働するシステムを開発した（図 1）．本システムでは，ユーザの入力情報（品種、栽培履歴等）を基に，ユーザ
の圃場の気象データを用いて，自分の圃場に特化した精度の高い予測情報を入手することができる．また，利用者
に冷害・高温障害危険情報や病害発生危険度を携帯メール等に自動発信するシステムを構築した．  
本システムの使用方法は次のようになる．生産者は警報メール(葉いもち病警報メール等)を受け取りその内容を
確認する．携帯電話で警報メールを受信した場合には，携帯版システム（図 2）で圃場の状態を確認した上で，推奨
対策を確認し，その実施(農薬散布など)の判断をする．PCで警報メールを受信した場合には，PC版システム（図 1）
でグラフや Googleマップを活用して過去の情報と現在の状態の比較等を行うことにより，同様に対策の実施の判断
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をする． 
モニター募集等により 100 名程度の東北の生産者に対して行った運用実験を通して，システムの性能には大きな
問題がないことが確認できた．また，収穫後行ったアンケート調査（47件回収/137件送付：回収率 34%）から，す
べての警戒情報の有用性について肯定的な評価が得られた．特に，評価の高かったものは，発育予測（移植モデル），
葉いもち病警戒，高温障害であった． 
      
   図 1 PC 版システム        図 2 携帯版システム  
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職名： 講師 氏名： 後藤裕介 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報メディア入門，コンピュータ入門，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C， 
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当無し 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Y. Goto and S. Takahashi, “Landscape Analysis of Possible Outcomes,” In: S. H. Chen, T. Terano, and 
R. Yamamoto (Eds.) Agent-Based Approaches in Economic and Social Complex Systems VI: Post-Proceedings 
of The AESCS International Workshop 2009, Springer Series on Agent-Based Social Systems, Vol.8, pp.87-98, 
2011(January)．DOI: 10.1007/978-4-431-53907-0_7 
2) S. Sakuma, Y. Goto, and S. Takahashi, “Analysis of Knowledge Retrieval Heuristics in Concurrent Software 
Development Teams,” In: K. Takadama, C. C. Revilla, and G. Deffuant (Eds.) Interacting Agents and Social 
Phenomena: The Second World Congress on Social Simulation, Springer Series on Agent-Based Social Systems, 
Vol.7, pp.151-163, 2010(September)．DOI: 10.1007/978-4-431-99781-8_11 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当無し 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) S. Sakuma, Y. Goto, and S. Takahashi, “Analysis of Knowledge Retrieval Heuristics Considering Member’
s Load Balancing, ”  Proceedings of the 3rd World Congress on Social Simulation, in CD-ROM,  
2010(September)． 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 田村亘，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における学生の研究活動支援システムの開発，”情報処理学
会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
2) 藤澤将吾，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“プロジェクト演習におけるマネジメント支援システムの開発，”
情報処理学会第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
3) 三鬼安加里，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“研究室における就職活動支援システムの開発，”情報処理学会
第 73全国大会，in CD-ROM，2011年 3月． 
4) 耿慧，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“海外協定大学間における日本語による学生交流に着目した留学支援シ
ステムの提案—岩手県立大学と大連交通大学の学生交流への適用，” 情報処理学会ヒューマンコンピュータイン
タラクション研究会，in CD-ROM，2011年 1月． 
5) 中村悠太，渡邊慶和，南野謙一，後藤裕介，“質的・量的研究におけるミックス法を用いた自治体クラウドに関
する組織内フィールド分析，” 情報システム学会 2010 年度全国大会研究発表大会，in CD-ROM，2010年 11月． 
 
 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2010 
126 
(e) 研究費の獲得 
1) 科学研究費補助金 若手研究（B）研究代表者 
研究題目：負荷分散を考慮した知識探索ヒューリスティクスに関する研究（研究課題番号：22730312） 
2010年度直接経費：500,000円 
2) 科学研究費補助金 基盤研究（B）研究分担者（研究代表者：早稲田大学 高橋真吾） 
研究題目：業績評価制度設計の意思決定支援のためのシステム方法論の研究（研究課題番号：21310097） 
2010年度直接経費：300,000円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当無し 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当無し 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会，広報委員会，入試広報委員会，コンピュータ入門 TF 
(c) 学生支援 
該当無し 
(d) その他 
該当無し 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当無し 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当無し 
(c) 一般教育 
該当無し 
(d) 産学連携 
該当無し 
(e) 学会などにおける活動 
1） 大会プログラム委員：経営情報学会 2010 年春季全国研究発表大会 
2） 座長：経営情報学会 2010年春季全国研究発表大会，セッション「ナレッジマネジメント（1）」 
3） 論文査読：日本品質管理学会誌（1本） 
4） 論文査読：Journal of Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics（1本） 
(f) その他 
該当無し 
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[主な業績］ 
1．効率的な知識共有を実現する知識探索指針に関する研究 
組織において従業員間で知識共有を行うことの重要性が多くの文献で指摘されている．とくに，近年，知識集約
産業においては価値創造のために多種多様な専門知識が要求されるようになった結果，組織における従業員の役
割・知識が高度に専門分化しており， 問題解決のために必要な知識を効率的に獲得することがナレッジマネジメン
トの中でも重要な課題の一つとして認識されている． 
知識共有の仕方には，対象とする知識を電子データなどの形式で取り扱うことができるように表出化させてデー
タベースなどを通じて共有するコード化戦略と，対象とする知識を個人間の対話を通じて直接伝達し組織内での知
識伝搬を実現する個人化戦略の 2つがあるといわれている．また，必要な組織を獲得する対象としては，組織外部
と組織内部の 2つが考えられるが，前述の背景からも個人間の対話を通じて専門性の高い知識を共有する「知識の
個人化」戦略において「組織内部にある知識の探索」を効率的に達成することが注目されている． 
組織内の知識探索について，「誰が何を知っているのか」に関する知識であるトランザクティブメモリ（TM）が
形成されることが効率的な知識探索につながることが指摘されている．この TMの概念を組織構造の中で実現するも
のとして，組織内部の知識源に精通する人物であるナレッジコーディネーター（KC）が挙げられる．従来研究は TM
や KCの存在が効率的な知識探索を実現することを示しているが，知識探索者がそれぞれもつ TM には誤認識があり
うるために，例えば単純に「探索している知識を知っていそうな人に尋ねる」ことが成功するとは限らないと考え
られる．このため，知識探索過程で TMを参照して「誰に何を尋ねる」ことが効率的な知識探索を実現するのかエー
ジェントベース社会シミュレーションを利用して分析した． 
 
 
 
2．エージェントベース社会シミュレーションのシナリオ分析に関する研究 
The behavior of a complex social system is unpredictable because both the uncertainties and the complex 
interactions in the system affect its future behavior. Existing scenario analysis methods focus on the effects 
system. The purpose of this paper is to develop a novel scenario analysis method that mainly focuses on 
evaluating a range of possible outcomes in a system based on selected uncertainties. We validate this method 
by applying it to a case example in which the configuration of an evaluation system for a sales division 
is examined. 
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